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学校だより 

学校教育目標 

はばたく子 
◆やさしい子  ◆たくましい子  ◆かしこい子 

検 索 大鳥小   
【大鳥小学校Ｗｅｂページ】 

  httpｓ://www.edu.city.yokohama.lg.jp/school/es/ 
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 学校長 水島 貴志  TEL ６２１－７７００ 

  子どもたちが創り上げた１００周年  

校長 水島 貴志  

 

 心なしか寒さも緩み、春を告げる日差しが感じられる日が多くなってまいりました。保

護者ならびに地域の皆様のもとに、身も心も安心・安定する暖かい春が早く訪れること

を、職員一同心から祈っております。 

 ２か月（年度をまたげば３か月）に及ぶ臨時休校で幕を開け、６月にようやく分散登校

という形で始まった令和２年度も、残すところあと１か月となりました。１都３県の緊急

事態宣言はまた２週間ほど延長される見通しで、自粛生活が余儀なくされる毎日が続きま

すが、学校では学年末のまとめ、そして６年生は卒業に向けて、様々な活動を進めている

ところです。 

 緊急事態宣言期間中の２月１２日（金）、延期延期となっていた創立１００周年記念式

典をついに実施することができました。本来でしたら、この学校だよりを読んでいただい

ている保護者・地域・関係者の皆様にもおいでいただき、みんなで一緒に盛大にお祝いし

たいところでしたが、このご時世なので来賓者なし（準備を一緒に進めてきた実行委員長

はじめ事務局の皆様には声をかけさせていただきました）、在校生も一堂に会するのは難

しいので代表者のみ体育館に集まり、その様子をオンラインでつなぎ、各教室に分かれて

お祝いするという、感染症対策を徹底した形での式典となりました。本番を迎えるまで、

練習や準備の様子をとぎれとぎれにしか見ていなかった私としては、BSFのはちまき授与

式や団結式に象徴されるような、「密」の中でお互いのつながりを感じるイベントの多い

本校において、「このコロナ禍の中で、果たして大鳥小らしい式典は可能なのか。」と疑

心暗鬼だったことは否めません。しかし実際の式典は、想像をはるかに超えるほど素晴ら

しいものでした。新調した大スクリーンに大鳥小の１００年の歩みを映し出したオープニ

ングムービーをはじめとする動画、山頂公園からやってきて、３年かけて作った１００周

年記念ケーキを運んできてくれた「ゆめさく」の登場、体育館いっぱいに美しく響いた合

唱団の歌声やリズム打ち、代表児童による堂々とした未来宣言、そして屋上に向かって飛

び立っていくニコラスの姿など、約２時間があっという間に過ぎていく感じでした。教室

の様子は見ることができませんでしたが、きっと画面を通して体育館の熱気が伝わり、自

分もあたかも体育館にいるかのような錯覚に陥って（静かに）盛り上がっていたのではな

いでしょうか。オンラインでしたが、大鳥小学校のみんなの心がつながった素敵な時間に

なったと確信しています。                       （次頁へ） 
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（前頁より） 

 祝賀会を開いて関係者の皆様と交流を深めることができなかったのは残念ですが、立派

な記念誌も出来上がり、一通りすべての創立１００周年記念事業を執り行うことができま

した。これも、永井実行委員長をはじめとする創立１００周年記念事業事務局の皆様なら

びに保護者・地域・旧職員などの関係者の皆様のおかげと思っております。本当にありが

とうございました。そして何より、今年のような状況の中でも、心を折らず、できる範囲

内で最大限にできることを工夫し、実行してきた大鳥小の子どもたち。改めて、すごいエ

ネルギー、パワーをもっているな、と感心しました。この小学校時代に培った「何事も自

分たちの力で創り上げる」という意識、いつまでももっていてほしいと思います。そして

大鳥小学校だけでなく、この大鳥のまち、ひいては横浜、世の中を自分たちの力で創り上

げていこうとする大きな心をもった人に成長していくことを願っています。職員一同、令

和３年度の皆さんのことも期待し、応援していきます。保護者・地域の皆様にも、今後と

も温かく見守っていただけると幸いです。どうぞよろしくお願いいたします。１年間、あ

りがとうございました。 

◎大鳥小学校では、教育課程全体を通じて教科等横断的に育成を目指す資質・能力

として、＜言語能力＞ ＜自己創造力＞を柱に据え、教育環境の整備と授業時

数の確保に努め、教科横断的な観点で教育活動の内容の見直しを図ります。 
 〇子どもたちをより多くの目で指導・支援していく環境、児童の人間関係を広げていける環境を

を整えていく。 

   ・学級編成はどの学年も毎年行う。（令和３年度の新６年生も新しい学級になります） 

   ・教科担任制や授業交換を積極的に取り入れていく。 

 ○100周年記念行事として行った“全校遠足”を継続して行う。 

 ○2月に一斉に行っていた『伝えよう』の活動は行事としては設定しない。学年に応じて、学習

や体験活動等での成果を伝えたい気持ちや交流の意識を育て、適切な時期にそれぞれ行う。 

 〇感染症対策終息後の集団登校については、児童の安全確保の観点を最優先に考え見直す。 

   ・４月からも今と同じように個別登校とする。 

   ・１年生の歩行訓練を入学後早い時期に行い、全校の交通安全教室も４月に実施できるよう 

に依頼している。 

 ※これまで行われてきた様々な教育活動の意義を大切に生かしながらも、限られた時間の中にお

いて効果的な活動を優先する“バランスのよい教育活動”を目指し見直しを図っていきます。 

 令和３年度の取組 

  ＊＊＊あくまでも予定ですので、来年度の学校だより・学年だよりでお確かめ下さい。＊＊＊ 


